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　皆さんは、食事中などに“むせ“たり飲み込みにくさを経験したことはありませんか。
　飲んだり食べたりする時の口の動きや舌の動き、飲み込む時の喉の感覚をイメージしてみてください。筋
肉と関節と神経の絶妙な連携運動によって、私たちは食べる楽しみと共に必要な栄養を体に摂り入れていま
す。こうした口から食べたり飲んだりすることを「摂食嚥下」と呼んでいます。
　摂食嚥下機能の低下や障害は、病気やその治療のためのお薬・手術・放射線療法などの影響でみられるこ
とがあります。でも、実は加齢による筋力の低下によっても起こりやすいのです。摂食嚥下機能が低下する
と誤嚥しやすくなり、場合によっては誤嚥性肺炎を引き起こします。
　誤嚥性肺炎の予防のためには、①口腔ケアで口腔内細菌を減らす②体力・免疫力を保つために栄養を摂る
③噛む力・飲み込む力・しっかり咳払いする力を維持する、などが大切だといわれています。
　食べる力を保つためには、総合的なケアが必要です。当院では、患者さん・ご家族の「食べたい」思いを
支えるために、医師や歯科医師、看護師、歯科衛生士、言語聴覚士、管理栄養士などが協力・連携しながら
対応させていただいております。入院中のお食事は、患者さんの噛む力や飲み込む力に合った嚥下調整食を
選び、ご提供しています。
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生活習慣予防健診のおすすめ

　中小企業で働く従業員やその家族の皆様が加入する「協
会けんぽ」では生活習慣予防健診の費用助成を実施して
います。例えば「一般健診（採血・心電図・胸部レント
ゲン・便潜血検査・胃バリウム検査など）」の場合、約4
割の自己負担7169円で受けることができます。さらに
該当年齢の方は「付加健診（腹部エコー、眼底検査など）」
「乳がん検診」「子宮頚がん検診」「肝
炎ウイルス検査」を約3割～5割の自
己負担で受けたり、希望する方全員
に当院の豊富なオプション検査を自
費にて受けることもできます。

協会けんぽ加入の方で35歳～74歳の方へお知らせ
「生活習慣予防健診」（協会けんぽが、費用の約６割を補助します。）は
お済みですか？

　2020年4月から当院では協会けんぽ健診を開始しま
した。今年度は2021年3月31日までに御受診できます。
まだお済みでない方はこの機会に是非、御受診ください。
2月3月は、比較的すいていますのでこの機会にご利用を
お待ちしています。
　コロナ禍ですが、いわゆる
がん検診などを１年以上受け
ないことは、がんリスクを上
昇させてしまいます。年に1
回は検査をして、みんな健康
で笑顔で過ごしましょう！

協会けんぽ

名　称 生活習慣予防
（一般健診）

+

付加健診 乳がん 子宮頸がん 肝炎ウイルス

区　分 40・50歳 40～48歳 50～74歳 36～74歳
偶数Ｆ 35～74歳

自己負担額 7,169円 4,802円 1,686円 1,086円 1,039円 624円
資格により受診できる検診に制限があります。詳しくは、人間ドックセンターへお問合せください。
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